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Research Abstract

マイナス鎖RNAウイルスの1つ、インフルエンザウイルスのゲノムは8本に分節しており、各分節は末端共通塩基配列の部分的相補性によりパンハンドル構造をし
ている。感染細胞内では各分節に少なくとも三種類のRNA(ゲノムRNA,複製の鋳型RNA,mRNA)が存在し、これらのRNA識別は⾮常に複雑であると考えられる。
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我々はこのウイルスのNS1蛋⽩質がRNA鎖識別能を持つ事を発⾒した。NS1はウイルス粒⼦構成成分ではないが、感染細胞中で⽐較的⼤量に産⽣され細胞核に局在
する。ウイルス増殖には必須の蛋⽩質であるが、その機能はいまだに同定されていない。 
NS1蛋⽩質は、全分節のゲノムRNA((-)鎖)の5′と3′末端に存在する10数塩基の共通配列にそれぞれ個別に結合する事ができる((-)鎖単⼀末端配列結合)。しかし、
(+)鎖の鋳型RNAやmRNAには結合できない。試験管内でパンハンドル構造をとると推定されるミニゲノムRNAを作りNS1の結合性を調べると、⾼次構造(多分パ
ンハンドル構造)依存性に強い安定な結合が観察された。⼀⽅、NS1は⼆本鎖RNAにも強く結合し、この場合は塩基配列特異性を⽰さなかった。結合の強さは、ミ
ニゲノムRNA>⼆本鎖RNA>>(-)鎖単⼀末端配列、の順序であり、前⼆者への結合は温度⾮依存性であるが、三番⽬の結合は依存性であった。ミニゲノムRNAへの
強い結合のためには、パンハンドル構造から突出するシングルAバルジ構造の存在が重要であった。また、NS1がゲノムRNAのパンハンドル構造形成を促進する結
果を得た。NS1蛋⽩質の⽰すこれら三様のRNA結合能が、ウイルス感染においてはたす役割について解析中である。
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